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３．事後評価結果 

 

〇評点 

 

  Ｂ 成果がやや不足している 

 

 

〇総合評価コメント 

 

本研究は、太陽光発電や風力発電といった出力変動型再生可能エネルギーが大量導入された電力系統を想定

し、前日計画段階における発電機起動停止計画問題と当日運用段階における最適潮流計算問題に対して数理モ

デルや数理計画アプローチにより最適解を求め、その変化を評価することにより、再生可能エネルギーの導入

量増加やそれに伴う運転予備力確保量の増加によって電力系統の経済運用・安定運用に与える影響を定量的に

評価するためのモデル構築を目指した。デマンドレスポンス（DR: Demand Response）予備力モデルによりマ

ージナルコストを導出し、供給コストが減少することをシミュレーションで示したことは評価できる。厳密に

評価することを重視したため新規性という視点での研究要素がやや不足しているが、実用性という観点では送

電線容量制御、電池の劣化特性など、産業応用・実用化の点で成果が認められる。しかし、前日計画と当日運

用を組み合わせた電力ネットワークインフラの最適運用手法を導く段階まで至らなかったのは大変残念であ

る。今後は総合的な計画・運用の策定に向けて研究を推進することを期待する。 


